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1．序文
社会調査、心理学、医学など、いろいろな分野の学
術論文において、最も多く使用されている統計処理は
重回帰分析である。その理由としては、独立変数を原
因、従属変数を結果とみなすことにより、重回帰式や
重回帰モデルを使って研究対象の因果関係をわかりや
すく表現できるという点にある。
しかしながら、どのようなデータに対しても重回帰
分析を適用できるわけではなく、例えば、重回帰モデ
ルの検定を分散分析表で行う場合には、従属変数に対
して正規性の仮定が必要であったり、重回帰式の計算
においても、独立変数が名義データの場合には、各カ
テゴリをダミー変数に置き換えるなど、そのデータの
取り扱い方については、細心の注意が必要である。
この掌編では、独立変数が名義変数の場合、その偏
回帰係数の検定をどのように解釈すればよいかについ
て、1元配置の分散分析と比較しながら、その解説を行
う。
2．名義データ含んだ重回帰分析用データの型
次のデータは、重回帰分析でよく利用されている典
型的な例である。従属変数は現在給料で、残りの変数
が独立変数に対応している。
研究目的としては、従属変数に影響を与えている独
立変数はどれかなど、給料とその要因といった因果関
係が中心となっている。
重回帰分析を行うときには、性別や職種といった名
義データはそのままでは計算が出来ないので、データ
の数値化を行わなければならない。このときに、よく
行われる間違いは、職種が、事務職、技術職、管理職
の3つのカテゴリの場合、事務職＝1、技術職＝2、管理
職＝3 といったデータの数値化で、このような数値化
を行うと、事務職は管理職の3倍といったことになり、
この変換は無意味であることがすぐにわかる。
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このような名義データの場合には、カテゴリの数だ
け変数を用意し、その変数に　0と1という2値データを
適用する。このようにして変換された変数をダミー変
数という。性別の場合は、カテゴリ数が2なので、変数
は次のように女性、男性となる。職種の場合はカテゴ
リ数が3なので、変数は次のように事務職、技術職、管
理職となる。
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3．2 カテゴリ数が2の場合の単回帰分析
性別を独立変数、現在給料を従属変数として、単回
帰分析をしてみよう。ＳＰＳＳでは、次のような手順
となる。
3．カテゴリ数が2の場合の分散分析と単回帰分析
3．1 カテゴリ数が2の場合の分散分析
独立変数の中で性別はカテゴリ数が2となっている。
このとき、女性＝1と男性＝0の間で、給料に差がある
かどうかを調べるときには、性別を因子、現在給料を
従属変数として、1元配置の分散分析を行う。ＳＰＳＳ
では、次のような手順となる。
この結果は、以下のように出力される。分散分析と
単回帰分析とでは、分析の名前が異なるので、2つは別
の分析と思えるのだが、分散分析のＦ値と単回帰分析
のｔ値を比較すれば、この2つの検定は同じ検定である
ことが分かる。
したがって、ダミー変数を利用した回帰分析の場合、
回帰係数の検定の解釈は、1元配置の分散分析を同じよ
うに、女性と男性の間の差を調べているという事にな
る。
図3
図3
この結果は、以下のように出力される。
図5
次に、性別はカテゴリ数が2となっているので、ダミ
ー変数を使って、単回帰分析をしてみよう。女性を独
立変数、現在給料を従属変数として、単回帰分析を行
う。独立変数として、女性と男性の2つの変数を利用し
ようとすると、共線性が起こるので、どちらか1つの変
数しか分析に使えない。ＳＰＳＳでは、次のような手
順となる。
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この結果は、以下のように出力される。表1の分散分
析のＦ値、表2の単回帰分析のｔ値、表3の単回帰分析
のｔ値の3つを比較すれば、これらの検定はすべて同じ
検定で、要するに2つのグループ間の差の検定というこ
とが分かる。
4． カテゴリ数が3の場合の重回帰分析
4．1 技術職と管理職の場合
次に職種に注目してみよう。職種は、事務職、技術
職、管理職の3つのカテゴリに分かれている。この3つ
の変数を用いて重回帰分析をしようとすると、多重共
線性が起こるので、どれか1つの変数を分析からのぞか
なければならない。始めに、事務職を除いてみよう。
男性を独立変数として、単回帰分析を行ってみよう。
その出力は、次のようになり、表3と表4との違いは、
回帰係数の符号だけであることが分かる。
この出力は、次のような結果となる。
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4．2 事務職と管理職の場合
次に技術職を除いて、重回帰分析をしてみよう。
この出力は、次のような結果となる。
4．3 事務職と管理職の場合
最後に、管理職を除いてみよう
この出力は、次のような結果となる。
以上のことから、カテゴリが3つのダミー変数の場合、
多重共線性を回避するため、重回帰分析からどれか一
つのダミー変数を除くと、その出力結果の解釈は、除
いた変数を基準にした2つのグループの差の検定を行っ
ているの同じであることが分かる。
例えば、事務職を分析からのぞいた場合、技術職の
偏回帰係数の検定は、事務職を基準としたときの技術
職との差の検定と同じであり、管理職の偏回帰係数の
検定は、事務職を基準としたときの管理職との差の検
定と同じである。
4．ダミー変数とその他の独立変数が含まれている場
合の重回帰分析
図1のように、重回帰分析では多くの変数を独立変数
として利用するのが一般的である。そこで、職種だけ
ではなく、それ以外の変数も独立変数として取り上げ
た場合の重回帰分析をおこない、ダミー変数の偏回帰
係数の検定を比較してみよう。その結果は、次の3つの
表のようになる。
図9
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